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研究実績 

の概要 

構造が発色する構造性発色は見る方向により色が変わる玉虫色や金属光沢等の独特な

性質がある．色素による発色と異なり，構造性発色は色の劣化がないため，塗料の代用と

して期待される．構造性発色は自然界に多く見られ，熱帯魚ルリスズメダイは鮮やかなコ

バルトブルーの構造性発色を持つことで有名であるが，数値的検討を行った報告は無いよ

うである． 

本研究では，熱帯魚ルリスズメダイの体表の電子顕微鏡写真を元に，図1のような非理

想型多層構造を伴う微細周期構造を考案し，この構造に光波（電磁波）が入射した時の発

色現象を検討した．独自の電磁界解析手法である行列固有値法を用いて，色彩学的視点を

考慮した数値的検討により，ルリスズメダイの体表が彩度の高い（鮮やかな）コバルトブ

ルーを発色する現象を明らかにした． 

 

図1 多層構造を伴う微細周期構造 

※ 次ページに続く 
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